

















































段階は， 「生徒が問題に対して体系的な手順を踏めば組織立った思考ができる」 (p. 22) こと
を示したものである。しかし，訳者も示すとおり， この「合理的方法」は，単に個人の意志決定
の合理化の手順を示しているだけではなく， これを社会科教育の学習過程として捉えることもで
きよう。
このような諸特徴を備えていればこそ，本書は「アメリカにおける経済教育のバイブ）レ」(p。3
としての地位を得ることができたのである。事実，アメリカにおける経済教育研究の多くは，本
書に言及することを忘れない。なお， JCEEは，本書で示された概念を，諸学年・諸科目でどの
ように教えるのかということを示す指導書，生徒の理解度を測定するためのテスト教材なども準
備している。
経済教育は理論・実践の両面で，ますますの研究が必要とされている。そのためにも，本書が
多くの読者により熟読され，活用されることを希望する。 （埼玉県立行田女子高等学校）
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